
平成２６年度 「大学教育再生加速プログラム」 選定取組

大学等名：阿南工業高等専門学校
テーマ ：テーマⅡ（学修成果の可視化）

学修到達目標の達成をめざし、ﾗｰﾆﾝｸﾞ･ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵを活用した学修時間の確保、学修過程の評価指標導入により、学生の自
発的な学修動機づけにつなげる。また、社会から要望の強い社会人力、人間力の評価指標を独自に開発し、その獲得能力を
可視化できるようにすることで、学生は自身の成長を客観的に把握し自身のｷｬﾘｱ形成につなげることができる。学生が知的
かつ人間として総合的に成長できる仕組みを構築するものである。

・学生の学修動機づけが促進され、生涯学
び社会を生き抜く技術者が養成される。

・学生生活全般から社会人力・人間力を可
視化でき、学生のｷｬﾘｱ形成に有効となる。

・ｸﾗｳﾄﾞ型LMSを活用することにより、授業改
善が加速する。また教員は自身の活動の振
り返りを学生指導にﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸできる。

26年度 28年度
（目標値）

30年度
（目標値）

学修過程の評価を実施する科目の割合 0 ％ 50 ％ 90 ％

学生の授業外学修時間 10 時間未満 17 時間 20 時間

ｱｶﾃﾞﾐｯｸ・ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ作成教員の割合 6 ％ 15 ％ 30 ％

【事業の成果】

○ﾓﾃﾞﾙｺｱｶﾘｷｭﾗﾑ対応のﾄﾞﾘﾙと小
ﾃｽﾄを多数こなすことで普段の学修
から到達度目標を達成し、ﾙｰﾌﾞﾘｯｸ
により学修過程を成績評価する。
○社会人力・人間力（分野横断的
能力）を正課授業および正課外活
動の学生生活全般について、ﾙｰﾌﾞ
ﾘｯｸ評価し可視化する。
○学生の学びの実態を把握し、ﾃﾞｰ
ﾀ分析結果を教育改善に活用する。
○教員はｱｶﾃﾞﾐｯｸ・ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵを作
成し振り返りによる教育改善を確立
する。

学修成果の可視化
学生の学びの質保証

ﾗｰﾆﾝｸﾞ･ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵによる
学修時間確保

教員のｱｶﾃﾞﾐｯｸ･ﾎﾟｰﾄ
ﾌｫﾘｵ作成

学生調査IR
(IR: Institutional Research)

社会人力、人間力の
可視化

分野横断的能力
評価指標の開発

ﾓﾃﾞﾙｺｱｶﾘｷｭﾗﾑの活用
学修過程評価指標の導入

学修成果の把握教員の意識改革・ﾌｧｶﾙﾃｨ
ﾃﾞｨﾍﾞﾛｯﾌﾟﾒﾝﾄ（FD）

知的に人間として
総 合 的 に 成 長

クラウド型LMS
（Learning Management 

System）の活用


